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東京湾多摩川河口干潟における絶滅危倶種アサクサノリ(紅藻)の

生育状況とその形態
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Small populations of Porphyra sp. were found growing at the estuary ofTamagawa River in Tokyo Bay in February 2004 and 2005. The 

Porphyra blades were growing on the basal portion of Phragmites australis stems and on oyster shells at the estuary. In 2004 only three 

blades were found at Haneda side whi!e about 50 blades at Kawasaki side， whereas in 2005 about 100 blades were found at Kawasaki 

side， suggesting that these natural populations were extremely endangered at this locality. Sample blades were collected for morphological 

observations and PCR-RFLP analyses. 1¥vo conchocelis strains were established from a sample blade colle氾tedat Haneda side and仕om

that collected at Kawasaki side， respectively. Based on the detai!ed macro-and microscopic mo叩hologicalobservations carried out using 

labor司tory-culturedblades from the conchocelis s汀ains，it was concluded that the Porphyra blades grown at the estuary were P. tenera， one 

of the endangered species in Japan， even白oughthe appe紅anceof spermatangial sori portions on cultured blades was similar to that of P. 

yezoensis. Results of出ePCR-RFLP analyses of the chloroplast RuBisCo spacer region and the nuclear ITS region using a blade collected at 

Kawasはiside and the two conchocelis s佐官insconsistentJy supported the above conclusion. 
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江戸時代から海苔養殖の対象種として日本各地で養殖さ

れてきた紅藻アマノリ属のアサクサノリ Porphyratenera 

Kjellmanは， 1950年代から養殖の対象種が同属の北方系種

であるスサビノリ P.yezoensis Uedaに変更されていくとと

もに養殖されなくなってきた (Miura1988)。さらにその生

育地である内湾の干潟の多くが埋め立てられたことなどによ

り，その野生個体群は姿を消していき(吉田ら 1999)，現在

では，環境省により絶滅危倶 I類に(環境庁 2000)，水産庁

により絶滅危慎種に(水産庁 1998) リストアップされ，絶

滅の恐れの最も高い種のひとつと判断されている。近年の調

査では，その生育地として全国で約 10カ所が知られている

にすぎない(菊地ら 2002，Kunimoto et al. 2003)。海苔養

殖の発祥地とされている東京湾(宮下 2003)では， 1950年

代以降，アサクサノリの生育情報はほとんどなく，わずかに

千葉県の浦安，木更津，富津で生育が報告されているのみで

ある (Miyata& Kikuchi 1997)。しかし，その後の調査で

はこれらの地でもアサクサノリの生育は確認されておらず，

その他の場所からも生育の報告はない。

一方，アサクサノリとスサビノリの形態については，殖

田(1932)，Tanaka (1952)，黒木(1961)，福原(1968)，

Miura (1984)，三浦(1994)が報告しているものの，両種

の形態は非常に似ているため一般にその見分けは困難であ

り，近年ではDNA分析から両種を判別する方法も研究され

ている (Kunimotoet al. 1999， Niwa et al. 2005a)。しかし，

これらの報告の中でも，詳細な形態観察と DNA分析が行わ

れているのは熊本県河浦産のアサクサノリについてのみであ

る (Niwaet al. 2005a)。アサクサノリとスサビノリを形態

的に見分けることの難しさは，専門家以外による両種の同定

を困難にし，絶滅危倶種であるアサクサノリの生育状況調査

やその保全の推進に支障をきたしており，これを解決するた

めには，両種の各地の個体群における形態的多様性，生態的

多様性，さらに遺伝的多様性について情報を蓄積し，両種の

差異を明確にすることが必要と考えられる。

著者らは，東京都と神奈川県の境を流れ東京湾奥に注ぐ多

摩川の河口域を 2004年 2月と 2005年 2月に調査し，干潟

に生育するヨシ Phragmitesaustralis (Cav.) Trin. et Steud. 

やカキの貝殻上にアマノリ属の一種の生育を確認した。この

周辺では， 1962年に東京都側の漁業協同組合が漁業権を放

棄しまた 1973年に神奈川県側の川崎漁業協同組合が解散

してからは，全く海苔養殖は行われておらず(東京都内湾漁

業興亡史刊行会 1971.川崎市市民ミュージアム 1995)，ア

マノリの生育状況調査が行われたという報告もない。生育地
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Figsト5.Habitats and sp巴cimensof Porphyra sp. at the estllary of Tamagawa River in Tokyo Bay. j. Habitat at Haneda， Tokyo， on 

11 F，巴brllary2004. Thel巴W巴I巴smaJlpoplllations of Phrag川ilesauslralis (Cav.) Trin. et Stelld， and a few PorphYIαblades attachecl 

on their stems n巴arth巴bas巴 2.Habitat at Kawasaki， Kanagawa Prefectllr巴，on 23 Febrllary 2004. Th巴rewer巴largepoplllations 

of Ph. ausfralis， ancl Porphyra blacles attachecl on their stems near th巴base.3. A Porphyra blacle (arrow) attach巴CIon Phαuslralis 

stem at Hanecla. 4. Porphyrαblacles (arrow) attachecl on Ph. auslralis stem at Kawasaki. 5. Specimens of PorphYIαcoJlectecl at 

Kawasaki on 23 Febrllary 2004. 

や葉状体の外観から，この極はアサクサノ リである可能性が

高いと考えられたので，その保全を図るための基礎的知見を

得る目的で生育状況を調査する とともに，確実な同定を行う

目的で詳細な形態観察とDNA分析を行った。その結果，既

知のアサクサノリとは形態的に異なる点が認められた もの

の，本藻はアサクサノリであると判断されたので報告する。

材料と方法

生育状況調査は，多摩川の河口近く (35032 'N， 139045' 

E付近)の，東京都側の川岸(東京都大田区羽田空港，以下

羽田側)で2004年 2月 111=1と2005年 2月 14EIに，対岸

の神奈川県側の川岸 (神奈川県川崎市川崎区殿町，以下川崎

側)で 2004年 2月23EIと2005年 2月 14日に行った。両

岸に広がる干潟において，流木，石，コンクリー卜や捨て石

の設岸，干潟に生えるヨシの根元などを目視観察した。また

調査H寺に水温と;慌分を記録した。採集個体数が少なかったた

め，詳細Hな形態観察には野外で採集した葉状体から伺られた

糸状体培養株由来の葉状体を用いた。採集 したアマノリ属の

葉状体から放出された接合胞子を笑体顕微鋭下で、パスツール

ピペットを用いて採取し，それを滅菌海水を入れたシャーレ

に移すことで、洗浄し，スライドグラス上に滅菌海水ごとiVii下

して付着させ，糸状体を得た。形態観察には， 2004年 2月

11日に羽田側で採集 した葉状体 l個体から得られた糸状体

培養株 (UM-Tll) および2004年 2月23日に川崎側で採

集 した葉状体 1個体から得られた糸状体培養株 (UM-TJ4)

由来の葉状体を用いた。それぞれの糸状体から殻胞子を伺て，

それを温度 10-15
0

C，光周期 10L:14D，光量40μmolm-2 

S-Iの条件下で培養して葉状体を成熟させ，その形態を光学顕

微鏡下で観察 した。i昔養には Grund改変培地 (Brownet al. 

1 977) を PI~ い， 1週間ごとに交換した。

アサクサノ リ とナラワスサビノ リP.ye白ZOel1.li“sf.. 
l1aωra削》川wゲ雌Jほae仰I1S白S川F

びび、核 rDNAを用いた PCR-RFLP分析 (Ni川、waeωtαal. 2005a， 

2005b) を行つた。2004年2月23E日三ヨ|に川|自崎l崎奇側でで、採集 した

葉状体を，半乾燥状態でただちに兵庫県立山林水産技術総合

センター水産技術センターに送付し， DNAを仙出するまで
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Table 1. Morphological features of blades of Porphyra in this study， P. tenera and P. yezoensis. 

this study P. tenera* P. yezoensis* 

Blades monostromatlc 町lonostromatJc monostromatJc 

Margin of blades enlire enlire entlre 

Shape of blades linear， lanceolate， ovate round， ovate， elliptic， round， ovate， elliptic， 
oblanceolate， linear oblanceolate， large linear 

Thickness of vegetative 24-32μm 14-35μm 25-52μm 
portlon 

ShaSEpCe tioof nvael getative CElls round round or rectangular rectangular or quadrate 
m secuonal vlew 

Chloroplast single stellate single stellate single stellate 

Sex type 町lOnoeclOus androdioecious， monoecious ロlonoeclOus，tnoeclOus 

Sin pesurmrfaactae nvgiieaw l poロion gradational m訂ginalstreaks， marginal streaks， small or large streak-form patches 
1 micro-or macroscopic patches， micro-or macroscopic patches 

large streaakm-foonng n thpe atches， scattered among the ca叩ogonia
scattered among the c紅pogonia

Division formula of max.64(aJ4，b/4，c/4) 64(aJ4，b/4，c/4) 32-256(aJ4，b/2-4，c/4-16) 
spermatangla occasionally 128(aJ4，b/4，c/8) 

Carpogonia round， elliptic round， elliptic， ovate elliptic， spindle-shaped 

Trichogynes mconsplcuoUS or consplcuoUS mconsplCUoUS or consplcuoUS consplcuoUS 

Division formula of max. 8(aJ2，b/2，c/2) 4-8(aJ2，b/l-2，c/2) 4(aJl，b/l，c/4) 
zygotosporangla rarely 16(aJ2，b/2，c/4) 4-16(aJ2，b/l-2，c/2-4) 

* Referred 10 Ueda (1932)， Tanaka (1952)， Kurogi (1961)， Fukuhara (1968) & Miura (1984，1994) 

冷凍庫 (-200C)で保管した。また，糸状体培養株UM-T11

とUM-T14も兵庫県立農林水産技術総合センター水産技術

センターに送付した。葉状体および糸状体からの DNA抽出

はそれぞれNiwaet al. (2005a)とNiwa& Aruga (2003)の

方法に従い，全DNAを抽出した。 PCRで葉緑体DNAの

RuBisCoスペーサー領域と核rDNAのITS領域をそれぞれ

増幅し， RuBisCoスペーサー領域についてはBsp1286Iと

Mun 1， ITS領域についてはDra1とHaeIIIで制限酵素処

理をして， PCR-RFLP分析を行った。なお，すでに形態観

察と DNA分析とを組み合わせて同定されている熊本県河浦

産のアサクサノリ純系株HGT-lおよびナラワスサビノリの

純系株HG-4(Niwa et al. 2005a)も比較のため PCR-RFLP

分析に用いた。

結果

生育状況

多摩川河口近くの両岸には小規模ながら河口干潟が広がっ

ており，羽田側にはごく小規模の，川崎側にはところどころ

途切れながら数kmにわたってヨシの群落が見られた。 2004

年2月11日には，羽田側の小規模なヨシ群落 (Fig.1) 中

のヨシ2本の根元近くの茎の上に，合計わずか3個体のア

マノリ属葉状体の着生が認められ (Fig.3)， 2004年2月

23日には川崎側のヨシの群落 (Fig.2)でヨシの根元近くの

茎の上に約50個体の葉状体の着生が認められた (Fig.4)。

2005年2月14日の調査では，羽田側では葉状体の生育は認

められず，川崎側で約 100個体の葉状体の生育が認められた。

この日はヨシの茎以外に干潟上に生息するカキの殻の上にも

葉状体が着生していた。羽田側のヨシの群落は，羽田空港南

岸の護岸の内側にごく小規模に形成されているのみであった

(Fig. 1)のに対し，川崎側では，着生場所より約2km上流

に位置する大師橋の上流域から，途切れながら続いていた。

しかし，川崎側で葉状体が生育していたのは，羽田側のヨシ

群落の対岸付近の幅 300m前後のヨシ群落 (Fig.2)のみで

あった。その他，干潟に流れ着いている葉状体も見られた。

調査時の表面水の温度は， 1O-11"C，塩分は 15-20psuであっ

た。 2004年2月 11日には羽田側で2個体， 2004年2月23

日には川崎側で約 15個体， 2005年2月14日には川崎側

で約 20個体の葉状体を採集した。採集した葉状体は，長さ

10-20 cm，幅 2-9cmで，披針形，楕円形，卵形をしており，

基部は円形から心臓形をしていた。色はやや緑がかった褐色

から薄い褐色であった (Fig.5)。顕微鏡下で形態を観察した

ところ，葉状体は I層細胞で， 1細胞に星状の葉緑体がl個

あり，栄養細胞部分の厚さは 27・32μm，縁辺部に鋸歯はなく，

雌雄同株であり，精子嚢と接合胞子嚢は葉状体上に混在して
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Figs 6-16. Morphology of blad巴sof two Porphyra strains UM-T 11 (巴stablishedfroll1 a Porphyra blad巴 collectedat Han巴daon 

11 February 2004) and UM-T14 (established froll1 a Porphyra blade col1巴ctedat Kawasaki on 23 February 2004) cultul巴dat 

10-I5"C and 40μmol m-2 S-l und巴l'1 OL: 14D photop巴riod.6. Marginal portion of UM-T 11， showing ll1icroscopic entire m加gin.7. 

Transv巴rses巴ctionof v巴getatlv巴 part(24-32μm in thick) of UM-TJl， showing round cells. 8. Spermatangial portion in surfac巴

view of UM-T 11， showing spermatangia cOll1posed of 16 spermatia (a/4，b/4) in maxill1um. 9. Sperll1atangial portion in sectional 

view of UM-T11， showing sperll1atangia composed of 4 layers (c/4) in maxill1um. JO. Zygotosporangial portion in surface view 

of UM-TII. Arrows indicat巴 zygotosporanglacompos巴dof 4 zygotospores (a/2，b/2) in ll1axill1um. 11. Zygotosporangial portion 

in sectional vi巴wof UM-T 11， showing zygotosporangia COll1pOS巴dof 2 layers (c/2) in ll1axill1ull1. 12-16. Carpogonial portion in 

sectional view at various ages in cultur巴 Arrowsindicate spermatia attached to the surface of blad巴s. 12. Round carpogonium of 

UM-T 11 after 10 weeks， having no trichogyne. 13. Elliptic carpogonia of UM-T 11 after 12 weeks， showing short obtuse trichogyne 

(t). 14. Round 01' elliptic carpogonia of UM-T14 after 12 weeks， having no trichogyne. 15. Elliptic carpogonia of UM-T 14 aft巴l'12 

W巴巴ks，having no trichogyne. 16. Elliptic carpogonia of UM-T 14 after J 3 weeks， showing short acull1inate trichogyn巴(t).

いた。JH.ii:k;ft生殖細胞の分裂表式については， 2個体のみ調べ，

精子襲で 64(a/4，b/4，c/4)，接合胞子装で 8(al2，b/2，c/2)が認

められた。

培養葉状体の形態

糸状体培養株UM-Tllおよび UM-T14をそれぞれ2YC，

光量40μmolm-2 S-l，光周期 10L:14D下に置いたところ殻

胞子嚢が形成され，それを 1YC，光量 40μm01m-2 S-I，光

周期 10L:14D下に移して通気培養したところ， 1 週間以内

に多数の殻胞子の放出が認められた。殻胞子をクレモナ糸に

付着させ，同条件下で培養したところ，原胞子を放出しなが

ら成長し， 約2ヶ月で同一葉状体ヒに雌雌生殖細胞の形成が

認められた。精子嚢と接合胞子襲は葉状体上lこ混在していた。

雌Hi:成熟葉状体の形態観察を行い， Tabl巴 lに示す結果を

得た。葉状体は， 1層調H)J包で，栄養細胞部分の厚さは 24-32

μ111，栄養細胞は断面rmで円形をしており ， 1 MH胞に星状
の葉緑体が l個あった (Fig.7)。縁辺音1Iに鋸歯はなかっ

た (Fig.6)。附iJt;ji同株で，精子襲は最大で 64jlilllの精子に

分裂し，分裂表式は 64(a/4，b/4，c/4)であった (Figs8， 9)。

接合胞子撃は最大で8ilulの接合胞子に分裂し，分裂表式は

8(a/2，b/2，c/2)であった (Figs10， 11)。精子襲，接合胞子ヂ:

ともに最大の分裂数になる以前にも，精子と接合JJ包子は放出

され，接合胞子では， 最大分裂数以前に放出されたものも正

;常に発芽して糸状休に成長した。

造果器と思われる細胞 (Figs12-16)は， 葉状体Ijfr面rG'I.で、

円11ヲないし楕円形であった。葉状体の雌k1i:成熟初期から仁I:rJ別
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Figs 17-25. Blad巴sof two Porphyra strains UM-TII ancl UM-TI4 culturecl at 10-150C and 40μmol nγ2 S-I under 10L: 140 

photoperiod. 17-21. Spermatangial sori in surface view at variolls ages in clllture. 17. UM-T 11 after 10 we巴ks，showing marginal 

Stl巴aksancl microscopic patches. 18. UM-TI4 after 9 w巴巴ks，showing graclational marginal streaks and micro-and macroscopic 

patches. 19. Upper portion of a blade of UM-TI4 after 9 w巴巴ks，showing microscopic patches. 20. UM-TI4 aft巴r10 w巴eks，

showing marginal streaks and micro-and macroscopic patches. 21. UM-TI4 after 12 weeks， showing large str巴ak-form patches. 

22-25. Matur巴bladesat various ages in cultllre. 22. UM-TII aft巴r10 weeks， having mωginal streaks and microscopic patches 

of spermatangial sori. 23. UM-T 1I after 12 weeks， having marginal streaks and microscopic patches of spermatangial sori. 24. 

UM-Tl4 aft巴r9 weeks， having gradational marginal streaks and micro-and macroscopic patches of sp巴rmatangialsori. 25 

UM-Tl4 aft巴r12 w巴巴ks，having large str巴ak-formpatches of spermatangial sori. Scal巴bar:2mm in Figs 17， 18，20，21; 1 mm in 

Fig.19. 

にかけては，造果器には受精毛が見られないものが多く (Figs

12， 14，15)，その後，鈍形の受精毛が見られるようになっ

た (Fig.13， t)o UM-Tl4では成熟が進むと，鋭形の受精毛

を持った造果器が少数見られた (Fig.16， t)。造果器部分の

体表面には，受精毛が見られても見られなくても精子が付着

し，造果器との聞に受精管と思われる糸のような線が見られ

た (Figs12， 14， 15)。

精子襲斑は，葉状体の雌雄成熟初期から1:I::tWJにかけては，

縁辺部に沿ってやや縦方向に長く 形成され (Figs17， 18， 

20)，その周辺や先端付近には細かい不定形の小精子嚢斑も

認められた (Figs18-20)。葉状体成熟末期には，スサビノ

リの特徴に似た大きめで縦長の縞状の精子袈斑が多数入った

(Fig. 21)0 UM-TllとUM-Tl4の葉状体の精子襲斑を比較

すると，UM-TI4のものの方が縞状の大きな政iが多数でき

ていた (Fig.21)。

成熟葉状体は，長さ 11cm，幅 1.3cmに達し，その外形

は線形，基部はくさび形で， JIlíf~mの成熟が進むと披針形から

卵形になり，基部は円形から心臓形となった (Figs22-25)。

色彩は，全体的にやや灰色がかった，またはやや緑色がかっ

た褐色であり，付着器付近がìl;~ 1，当緑色を呈する こと はなかっ

た。

PCR-RFLP分析による DNA多型

来線体DNAのRuBisCoスぺーサー領域および核 rDNA

のITS領域を用し当た PCR-RFLP分析の結果，川崎産葉状体

の電気泳動像は熊本県河irliで採集されたアサクサノリの純系

株 HGT-Lのものと全て一致し，ナラワスサビノリの純系株

HG-4のもの とは異なっていた (Fig.26)。糸状体 UM-Tll

(羽田産業状体由来)と糸状体 UM-TI4(JII崎産葉状体由来)

の電気泳動像はいずれも全てアサクサノ リ純系株HGT-lの

ものと一致した (Fig.27)。
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Fig. 26. PCR-RFLP profil巴sof Ru B isCo spacer regions 

(A) and lTS regions (B) from a Porphyra blad巴collectedat 

Kawasaki on 23 F巴bruary2004， and from conchoc巴lisof P . . 
feneωer屯αHGτ 1 a剖n吋df只そyezoel川1.ω川sμYυ川i.μsf. 11αωral1laen 

Prof日印iけl巴s digest巴d by 8.1p1286 l (Lan 巴s a 1-3) 日n川吋]C吋c1Mu川川tげ1111(La加n巴s 

bト3).(B) P刊rofile巴sc1ig巴steclby Dra 1 (しan巴sal-3) and Hae 

III (Lanes b 1-3). Lanes al and b l， P. yezoensis f. narawaensis 

HG-4; Lan巴sa2 ancl b2， P. tenera HGT司 1;Lanes a3 and 

b3， Porphyra blacle collectecl at Ka、vasaki.M shows the 
molecular weight marker. 

考察

形態観察から，本誌は ヒトエアマノリ亜属の一種であり，

葉状体は縁辺に鋸歯がなく， tItlUff同株であること，外形が

卵形，披針形あるいは線形であること，栄養細胞部分の厚

さ，精子嚢および接合胞子襲の分裂表式などが明らかにさ

れ (Table1)，また，培養において葉状体則に原胞子の放出

が見られることがわかった。これらの結果を，日本産アマノ

A M 1 2 1 2 

bp 

1352 

872 

603 

310 

B M 1 2 1 2 

• 

• 

Fig. 27. PCR-RFLP profiles of RuBisCo spacer regions (A) 

and JTS regions (s) from conchocelis of two Porphyra strains 

U1¥ふTIIancl UM-TI4. (A) Profiles dig巴st巴CIby 8sp 1286 1 

(Lan巴sal-2) and MUII J (Lanes b 1-2). (s) Profiles digested 

by Dra 1 (Lanes al-2) and Hαe 1lI (Lanes b 1-2). Lanes a 1 

ancl bl， UM-TII; Lanes a2 and b2， UM-TI4. M shows the 

mol巴cularweight mark巴1・

リ属各種と比較して，本部はアサクサノ リまたはスサビノリ

である可能性が考えられた。 そこで本~;V~の形態観察結果をこ

れまで報告されてきたアサクサノリとスサビノリ の観察結果

(殖田 1932，Tanaka 1952，黒木 1961，福原 J968， Miura 

1984，三浦 1994)と比較した (Table1)。その結果，本誌

の栄養制胞部分の厚さが 24-32μm，I析[W観における栄養制
胞の形状が円形，造果器が円形もしくは精円形で，受精毛が

見られない場合と鈍形まれに鋭形の受精毛が見られる場合と

があること，精子撃の分裂表式が最大で、 64(a/4，b/4，c/4)で，

桜合胞子襲の分裂表式がliJi大で、8(a/2，b/2，c/2)であることカ
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ど，スサピノリの特徴とは必ずしも一致しないが，アサクサ

ノリの持徴とは全て良く一致した。

しかし，本藻の精子嚢斑の形状は，アサクサノリに関する

これまでの報告と異なっていた。精子嚢斑の形状について，

三浦(1994)は傍状または点状を示すがアサクサノリではそ

の大きさが不揃いであるのに対してスサピノリでは揃ってい

ると述べている。また，黒木(1961)は，アサクサノリでは

精子嚢斑は細長い斑を形成するものの，内湾で養殖されたも

のでは顕著でなく，また雌部には必ず小区画の精子嚢斑が介

在して時に飛白状になり，スサビノリでは雌部の聞に縁辺に

対して斜めにあるいは縦に走る斑として介在し，また精子嚢

斑が細く短く介在して飛白状になることもあると報告し，福

原(1968)は，アサクサノリでは雌雄斑は小さな飛白状を

呈し，あるいは雄が体の周辺部に形成されるとし，スサピノ

リでは生殖斑は大きな縞状をなしていると報告している。本

研究で観察した葉状体では，雄雄成熟初期には，大きくやや

縦方向に長い斑か細かく大きさは不揃いの不定形の斑が見ら

れ，成熟が進むに従い大きく縦に長い縞状の斑が形成された

(Figs 17・21)。このような大きく縦長の縞状の精子嚢斑はこ

れまでアサクサノリでは報告されておらず，スサピノリのも

のと良く似ていた。

大きく縦に長い縞状の精子嚢斑が形成された体を詳しく観

察したところ，精子嚢および接合胞子嚢の c分裂の分裂数

は，よく成熟した体でも最大で精子嚢では4まで，接合胞子

嚢では2までであり (Figs9， 11)，多くの報告(殖田 1932，

Tanaka 1952，福原 1968，Miura 1984，三浦 1994)で精

子嚢のc分裂数は 8，接合胞子嚢のそれは4になるとされて

いるスサピノリとは異なっていた。なお，黒木(1961)は，

アサクサノリの天然藻体の観察で，生育末期には，それぞれ

8と4になる個体が見られることを記述し，三浦(1994)は，

スサピノリの接合胞子嚢のc分裂において4に分裂する際に

は，その分裂面が体表面に対して斜向し，アサクサノリでは

斜向しないと述べている。しかし，本研究ではc分裂で4に

分裂した接合胞子嚢は観察されなかったので，この点につい

ては確認できなかった。また，葉状体断面観で造果器の形態

を見ると，その大部分は，スサビノリの特徴とされる著しく

細長い紡錘形で受精毛様突起は明瞭で突出している(三浦

1994)こととは一致せず，断面観では楕円形ないし円形であ

り，鈍形または鋭形の受精毛があるもの，またはないものが

あった (Figs12・16)。黒木(1961)や三浦(1994)のアサ

クサノリの観察でも同様の造果器が観察されている。受精毛

が鋭形で突出している造果器 (Fig.16)は，成熟が進むとご

く少数見られた。しかし，同じ藻体の別の部位を見ると楕円

形で受精毛がないか受精毛が鈍形でやや突出している造果器

が見られた。以上のように，精子嚢斑の形状以外の形態的特徴

のほとんどは，本藻がアサクサノリであることを示していた。

アサクサノリとスサピノリの一品種であるナラワスサビ

ノリは，形態的には類似しているものの，葉緑体DNAの

RuBisCoスペーサー領域および核rDNAのITS領域を用

いた PCR-RFLP分析によって明確に区別されることが明

らかにされている (Niwaet al. 2005a， 2005b)。そこで，

DNA分析による種判別を試みたところ，本藻の電気泳動像

は， RuBisCoスペーサー領域およびrDNAのITS領域とも

に，熊本県河浦で採集されたアサクサノリの純系株HGT-l

(Niwa et al. 2005a)と一致しており，ナラワスサピノリの

純系株HG・4とは異なっていた (Fig.27)。従って， DNA 

分析の結果からは，本藻はアサクサノリであると明確に判断

できた。以上のように，本藻は，精子嚢斑の形状などスサビ

ノリに似た点が見られたものの，その他の多くの形態的特徴

やDNA分析から，明確にアサクサノリであると判断できる。

本研究で観察されたアサクサノリの精子嚢斑の形状は，こ

れまで多くの報告でアサクサノリとスサピノリとで違いがあ

るとされてきた形質にも，個体群によってはよく似た特徴を

持つ場合があることを示している。一方，本研究では，多く

の個体や様々な部位を詳細に調べてみると，その他の形質の

ほとんどはアサクサノリの特徴を示していた。従って，アサ

クサノリとスサピノリを形態面から同定する場合には，ある

形質の特徴のみで早急に判断せずに，雌雄生殖細胞の形成さ

れた個体をなるべく多く得て，少なくとも Table1に示した

形質を多数の個体や 1個体の多数の部位について観察すると

ともに，生育場所などの生態的特徴も含めて総合的に判断す

ることが必要であると考えられる。

アサクサノリの葉状体は雌雄同株または雄性異株であると

される(黒木 1961，福原 1968，三浦 1994)。しかし，本研

究では，天然藻体および培養藻体に雄性異株の体は認められ

ず，全て雌雄同株であった。これは，熊本県河浦産HGT-l

株の培養結果と一致する (Niwaet al. 2005a)。雄性異株の

葉状体の有無については，今後，天然藻体の観察も含めて検

討が必要である。

多摩川河口付近は，かつて遠浅の子潟が広がりノリ養殖

場として栄えた場所である。しかし， 1950年代以後埋め立

てや漁場環境の悪化が進み，東京都では 1962年(昭和37

年)に漁業権が放棄され，神奈川県川崎市では 1973年(昭

和48年)に川崎漁業協同組合が解散してからは，その付近

で海苔養殖は全く行われていない(東京都内湾漁業興亡史刊

行会 1971，川崎市市民ミュージアム 1995)。従って，本藻

はその頃の生残個体に由来するものと思われる。東京都や神

奈川県の東京湾地先には明治時代からノリのヒピや種網の移

植が行われており，千葉県の東京湾沿岸からのものが多いも

のの，その他に宮城県万石浦や塩釜湾，福島県松川浦や神奈

川県の東京湾岸南部などからも移植されている(宮下 1970，

東京都内湾漁業興亡史刊行会 1971)。アサクサノリの各地の

個体群の形態的な差異について比較検討した報告はなく，本

研究の観察結果からは，本個体群がもともとこの地域に生育

していたものか，それとも別の地域から移植されたアサクサ

ノリに由来するものか，移植されたものであるならばどの地

域のものか等は判断できない。しかし，最近では，各地のア

サクサノリ間でDNAを比較すると，核rDNAのITS領域
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などの塩基配列に少しず、つ違いがあることが認められてい

る (Kunimotoet al. 2003， Niwa et al. 2005b)。従って，本

研究で対象とした多摩川河口域の個体群の由来を明確にする

ためには，今後，各地の個体群についての詳細な形態観察と

DNA分析を行う必要がある。

本研究で確認された多摩川河口域のアサクサノリは，ヨシ

群落の広がりと比較してその生育場所はごく局所に限られて

おり，しかもせいぜい 100個体レベルの個体群で、あり，東

京湾以外の生育地と比べてもその量はごくわずかであった。

従って，本生育地でのアサクサノリの絶滅の可能性は非常

に高いものと考えられる。東京湾では， Miyata & Kikuchi 
(1997)の報告以後，アサクサノリの生育は報告されておら

ず，著者の一人である菊地の近年の東京湾における調査でも

他に生育地は見つかっていない。海苔養殖発祥の地とされる

東京湾のアサクサノリ個体群の絶滅を防ぐためには，今後，

生育地周辺の環境の変化などに十分な注意を払うとともに，

何らかの保護対策を講じる必要がある。また，本研究で得ら

れた糸状体培養株を確実に保存していくことも重要である。
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